レラ リカ と 日 本 を うな い 
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舎 長 の 黒人 「 サ ム フ イ 」 交 有 


ロッ クリ ー・ ト - ゃ > 


所 の 国 の 花田 信 長 で ある が 。 午 と ころ 最近 まで 
ぉ っ た 。 と ころ が 近年 , その 状況 に 変化 が 生 
は な く , 彼 の 人 生 の 最後 の 年 を 共に 取 
と の 存在 が 世界 史上 , 興味 深い 存在 と し て 潤 昌 され 始め た こ 
+ 日 本 の 史料 に よる と 「 交 助 』「 サ ムラ イ 」 ょ し 
っ た 。 な ぜ な ら 彼 は アフ リカ 人 だ っ た か ら で ぁ 


日 本 人 に 大 
外 で は あま り 知ら れ て いな 


て いる 。 そ れ は 信長 本 人 の た め て 


抜け た 彼 の 従 
> に よる 。 彼 の 従者 の 名 ( 
て は 極め て 特異 な 存在 で あ 


る 。 


| 弥助 と は ? 

誠 助 が どこ で 生ま れ た か は 分 か ら な い 。 肌 の 色 が 浴 黒 で 育 の 高い 人 で ぁ 
っ た と いう 記述 か ら は , 北東 アフ リカ の ディ ンカ 族 が 想起 きれ る 。 と は いえ , 
イィ エメ ズ ス 会 の 史料 か ら は ポル ト ガ ル 人 の 要塞 や 奴隷 市 場 が あっ た モザ ン ビ 
ー ク 鳥 経由 で イン ド に 渡っ た 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 モザ ン ビ ー ク 島 
で は イン ド 洋 沿岸 部 の 東 ア フリ カ 諸 地域 か ら 連 れ て こら れ た 奴隷 が 取引 さ 
れる 一 方 で , 現在 の 南 ス ー ダ ン 周 辺 や エナ オ ピ ア , さら に は 内 陸 部 か ら ゃ 
多く の 奴隷 が 集め られ て 取引 され た 。 

弥助 を 層 い 入れ た アレ ッ サ ンド ロ ・ ヴ ァ リ ニャ ー ノ は , イエ ズ ス 会 の ア 
ジア 布教 の 実態 を 観察 し , 各地 域 で 適切 な 改革 を お こ な う こと を 目的 に , 
イエ ズ ス 会 総長 か ら 派遣 され た 人 物 で あっ た 。 ポ ルト ガル 領 イ ンド , マラ 
ッ カ , マカ オ を 経て , ヴァ リ ニ ャ ー ノ は 弥助 を 伴っ て , 1579 年 , 初め て 日 
本 の 地 を 踏ん だ 。 
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| 信長 と の 対面 か ら 従者 へ 


1581 年 , ヴァ リ ニ ャ ー ノ は 信長 と の 調 見 の た め , 弥助 を 連れ て 上 洛 し た 。 
し ぃ 「 南 誰 人 」 の 宣教 師 よ り も 角 内 の 人 々 の 関心 を 引 ぃ た の は , 漆黒 の 
年 弥助 の 方 で あっ た 。 彼 は 育 が 高い だ け で な く , 屈強 な 肉体 の 持ち 主 で 
あぁ っ た 。 フ ロイ ス の 1581 年 4 月 14 日 付 書 位 に よれ ば , 港町 吉 で は , 弥助 
を 一 目 見 よう と 欄干 に 上 る 見 物 人 の 重み で 建物 が 損壊 し た と いう 。 さ ら に 
京都 で は , 多く の 人 が 弥助 を 見 よう と 詰め 掛け , 押し 合い に な っ て 圧死 者 
が 出る 寸前 で あっ た 。 

ィ エ ズ ス 会 の 教会 , 京都 の 南 計 の すぐ そば に , 信長 が 定宿 に し て いた 
法華 宗 の 本 能 寺 が あっ た 。 信長 は 弥助 の 噂 を 聞き つけ て , 自分 の 面前 に 連 
れ て くる よう に 命じ た 。 弥助 を 見 た 信長 は , まず その 肌 の 色 が 信じ られ ず 
黒 で 黒く 塗っ て いる の で は な いか と 疑っ て , 家臣 に その 身体 を 洗わ せ た 。 
その 後 ,。 その 肌 の 色 が 天然 の も の で ある と 悟り , 満足 し て 人 息子 た ち を 呼び 
つけ る と , 稀有 な 訪問 者 を 歓待 する た め に 盛大 な 宴 を 開い た 。 宴 の 終わ り 
に 信長 は 弥助 に 褒美 を 与え る こと に し , 舞 で ある 津田 信 澄 を 通じ て , 重 さ 
30kg に 及ぶ ほど の 大 量 の 銅貨 を 贈っ た 。 信 長 の 祐 筆 で , その 伝記 を 記し た 
太田 牛 一 は 『 信 長 記 』(『 信 長 公記 』, 尊 経 閥 本) で 「 黒 坊 の 年 頃 は 26, 7 蔵 , 


芝 


図 1 『 相 撲 遊楽 図 故 風 」 (作者 不明 . 1620 一 1630 年 頃 。 堺 市 博物 館 蔵 ) 
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図 2 火薬 入れ (作者 不明 . ポル ト ガ ル , リス ボ 
ン , 国立 古 美術 館 蔵 ) /Museu Nacional de 
Arte Antiga. Japao, periodo Momoyama / 
Namban. FotGgrafo : Luis Pavao. Direcao- 
Geral do Patrim6nio Cultural / Arquivo de 
Documentacao Fotografica (DGPC/ADF) 


十 人 力 で , 全身 が 真っ 黒 で , 容姿 に 優れ て いた 」 と 叙述 する 。 


『 信 長 記 』 に よる と , 「 弥 助 」 と 名 付け た の は 信長 自身 で , 彼 に 居宅 や 家 
財 道 具 一 式 , さら に は 刀 や 扶持 (給与 ) を 与え て , 自ら の 家臣 に 取り 立て た 
と いう 。 イエ ズ ス 会 士 の 記録 に その 後 の 弥 助 に つい て の 記録 は 多く は な ぃ 
が , 信長 は 弥助 を 大 ぃ に 気に入っ て . し ば し ば そば に 召し て いた と いう )、 


SN 武士 と を れ 以 外 の 身分 の 垣根 は 暖 味 で あ り , 本 当 に 弥助 が サ 
時 ] と な っ た の か に つい て は 議論 が ある も の の , 少な く と も る その 遇 ご 
に 


0 條 は 間違い な く 信 長 の 家臣 に 取り 立て られ た と 考え 5 れ て 


し 物 人 に は 江上 時 代 k 入 っ て か ら 抽 作 さ れ た と 考え られ る 「 相 拉 
財 風 」( 図 1) と 呼 ほれ > 


作品 が ある 。 改 風 で は 明らか に アフ リ 人 2 
間 わ れる 風貌 の 人 物 が 
が 日 本 人 と 相 - ュ それ を 昌和 
る 人 々 自分 も また 撲 を と っ て お り , 周囲 に は そ 


届 歓 を と ろう と 准 備 する 人 々 . さら に は 信長 と 思わ 


イル 
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図 3 促 灯 (作者 不明 . ポ ルト ガル , カラ ムロ 博物 館 蔵 ) ノ 
Fundacao Abel e Joao de Lacerda, Museu do Caramulo 
/ Alamy 


る よう な 風貌 の 人 物 ま で も が 描か れ て いる 。 弥助 と 信長 が 生き た 時 代 か ら 
は 半 世 紀 ほ ど 経 過 し て 製作 され た も の で ある と 考え られ て いる が , それ で 
も 人 々 の 記憶 に 残っ て いた 彼ら の 姿 が 描き 出さ れ て いる の で は な いか と 考 
える と , 誤 内 の 人 々 に と っ て , それ だ け 彼 ら の 存在 感 が 大 きい も の で あっ 
た と 感じ る こと が で きる 。 そ の ほか に も , 漆器 や 織部 焼 な ど に も 明らか に 
アフ リカ 人 を モチ ー フ に し て いる と 思わ れる も の も あり ( 図 2, 3), 当時 の 
日 本 人 の 中 に 存在 し た , 大 柄 で 屈強 , 肌 の 色 の 濃い 人 々 に 対す る 「 好 印象 」 
が これ ら の 作品 か ら も 理解 さん る の で ある 。 


上 | その 後 の 弥助 


弥助 に 関し て は , 近年 まで 『 信 長 記 』 と イエ ズ ス 会 史料 し か , その 実在 
を 証明 する 文献 記録 は な いと 思わ れ て いた 。 し か し な が ら 最 近 で は 徳川 家 
康 の 家臣 で あっ た 松平 家 忠 の 日 記 に , 弥助 に つい て の 知ら れ ざ る 記録 が 残 
つて いる こと が 分 か っ て いる 。1582 年 4 月 か ら 5 月 に か け て , 信長 の 軍勢 
は 武田 勝頼 軍 と の 戦闘 の た め , 甲州 に 遠征 し て いた 。 武 田家 は 富士 山 の 後 
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背 地 に ある 山岳 地帯 を 根城 に し た 了 強固 な 守 2 で 知ら れ て いた が , その 画 s 
で に は 勢力 も 衰え , 電光 石 火 の ご と き 織 田 時 の 攻撃 に あっ け な く 届 し た 
織田 軍 を 率い て いた の は 信長 の 長田 で あっ た 信 忌 で , その 後 信長 は 息 ェ 
に よっ て 制圧 され た 土地 の 検地 を 目 ら お こ な っ た こと で 知ら れ て いる . 
勝利 を 収め て 安土 城 へ と 釧 旋 途中 の 一 行 は 徳川 家康 の 領内 を 通過 す 。 
際 , 家康 か ら 手 厚い 響 応 を 受け た 。 連 日 視 愛 が 催さ れ , 特別 な 宿所 や 特 道 
が 整備 され , 示威 行為 と し て の 隊列 が 組ま れ た 。 信 長 に 対す る 敬意 と 加 義 
を 示す た め , それ ら の 費用 は すべ て 家康 が 負担 し た 。 隊 列 の 行軍 を 目 に 
た 家康 の 家臣 で あっ た 松平 家 思 は , 自身 の 日 記 に , そこ で 見 た 弥助 の こ > 
を 記し た 。 そ れ に よる と , 信長 の 家 来 の 「 黒 坊 」 の 名 は 弥助 で , 非常 に 章 
が 高く ,「 時 の よう に 真っ 黒 な 肌色 」 で あり , さら に 弥助 が 信長 か ら 俸 禄 を 
賜る 家臣 で あっ た と いう 。 運 命 の 日 , 1582 年 6 月 21 日 , すなわち 「 本 能 
寺 の 変 」 は それ か ら 間 も な く の こ と で あっ た 。 

信長 は , 弥助 を 含め た 30 人 ほど の 小姓 衆 と と も に , また 別 の 大 き な 戦 の 
前 線 へ と 行軍 し て いた 。 今度 の 相手 は 現在 の 広島 か ら 山 口 一 帯 の 中 国 地方 
を 支配 し て いた 毛利 一 族 で ある 。 屈 強 な 馬 は 1 日 に 30 ~ 40km を 走る こと 
が で きた が , 必然 的 に その 日 は 京都 まで の 行軍 と な り , 一 行 は 本 能 寺 に 窒 
泊 す る こと に な っ た 。 前 年 , 弥助 が 初め て 信長 に 出会っ た 場所 で ある 。 翌 
朝 未 明 , 一 行 は 煙 の 臭い と 銃声 で 目 を 覚まし た 。 明知 光秀 が 突如 信長 に 課 
反 を 起こ し , 約 1 万 3000 も の 軍勢 で 攻め 込ん で きた の で ある 。 信 長 の 近 
侍 の 兵 た ちゃ 勇敢 に 戦っ た が , 寺 が 火 に 包ま れる に 及 ん で 信長 は や む な く 
目 害 を 選ん だ 。 結局, 信長 と 確認 で きる 死骸 は 見 つか ら な か っ た 。 

弥助 は 逃げ 出さ ず , 織田 家 の 新た な 主君 で ある 信長 の 婚 男 信忠 の も と へ 
と 馳せ 参じ た 。 信 思 は すぐ そば の 二条 御所 に 立て こも り , 守り を 固め て い 
る と ころ で あっ た 。 弥助 と 信 思 の 残 兵 は 勇猛 果敢 に 戦っ た が , 奮闘 むなしく , 
隣接 する 近衛 邸 の 屋根 の 上 か ら 容赦 な く 一 斉 射撃 を 浴び せら れ た 。 弥助 は 
明 因 の 家臣 ら に 捕らえ られ た が , 光秀 は その 姿 を 目 に し て 「 何 も 知ら ぬ 湯 
で ある か ら 」 と の 理由 で 解放 し た 。 弥 助 は 元 の 主人 で あっ た 京都 の 南 倫 ぎ 
に 住む イエ ズ ス 会 土 た も の と ころ へ 送ら れ た 。 弥助 が 放免 され た こと に つ 
て, イエズス 会 士 た ち は 大 い に 喜 ん だ と いう 。 こ れ が 弥助 に つい て の 最 
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後 の 記 録 で ある 。 
上 現代 の 氷 有 


日 本 の 文化 の 中 に 微か に 残っ て いた 勇猛 で 屈強 な アフ リカ 人 に つい て の 
記 億 は , 20 世紀 に な っ て イエ ズ ス 会 史料 が 日 本 語 に 翻訳 され 始め た こと に 
ょ り 「 再 発見 」 さ れ た 。 弥助 の 生涯 は 新た に 注目 され る こと に な っ た の で 
ぁ る 。1968 年 に 少年 少女 向け の 歴史 小説 『 く ろ 助 』( 来 栖 良 夫 作 ) が 出版 さ 
れ た こと を 契機 に , 徐々 に で は ある が , 弥助 の 話 は 知ら れる よう に な っ て 
いぬ つた 。 

21 世紀 に 入る と , アメ リカ な ど で 始 まっ た ヒー ロー の 多様 性 を 求め る ム 
ー ブ メ ント の 中 で , 弥助 は ヒー ロー 的 存在 と し て 生ま れ 変 わっ た 。 フ ィ ク 
ショ ン の 入り 混じっ た 伝記 , 小説 , 劇 , 美術 作品 , 漫画 , 映画 ネッ ト フ 
リッ クス の アニ メシ リー ズ な ど を 舞台 に 主役 と し て 描か れる よう に な っ た 。 
アフ リカ 生ま れ の 一 風 変 わ っ た 「 サ ムラ イ 」 の 持つ 意味 は , 受け 取り 手 に 
よっ て 異な る で あろ う 。 し か し , 彼 の 生涯 に これ ほど まで に 人 々 が 魅了 さ 
れる の は , その 生き 様 か ら 刺 激 を 受け |, お そら く 〈「 奴 隷 」 の 境遇 か ら 異 国 
で 高い 地位 を 得 て , 主人 の 最期 まで 共に 戦っ た と いう 波乱 万 丈 の 人 生 に 希 
望 を 感じ る か ら で は な い だ ろ うか 。 言 うな れ ば , 弥助 の 姿 に 世界 中 の 人 々 
が 生き る カカ を も ら っ て いる よう に も 思わ れる 。 

「 ア フリ カ 人 の サム ライ 」 弥 助 の 驚く べき 物語 は , 史実 を 越え て フィ クシ 
ョ ン の 世界 で より 一 層 輝 いて いる 。 弥助 の 生涯 に 関す る 史料 は 今後 も 見 つ 
か る 可能 性 が あり , 多様 な 文化 の 中 で 彼 の 姿 は トラ ンス レー ショ ン さ れ 続 
ける だ ろう 。 弥助 の 話 は まだ まだ 始ま っ た ば か りな の だ 。 彼 の 物語 は 書き 
換え られ る か も し れ な い 。 
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